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名 称 筆 者 制作年代 所 蔵 出 所
草虫図掛幅 陵 中国 明時代 文化庁 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界10，中国の花鳥画と日本








四季花鳥図風 伝土佐広周 室町時代15世紀 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界2，室町の花鳥，水墨の花と
鳥












花鳥図掛幅 土佐光起 16171691 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界5，江戸初期の花鳥，瀟洒な
装飾美








花鳥図風 白井直賢 京都，北野天満宮 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界6，江戸中期の花鳥Ⅰ，京派
の意匠
花卉図押絵貼風 張 中国 清時代 長崎県立美術館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界10，中国の花鳥画と日本
























草花図押絵貼風 江戸時代17世紀 プライスコレクション 海外所在日本美術品調査報告4
（103）
名 称 筆 者 制作年代 所 蔵 出 所
黄蜀葵に亀図掛幅 円山応挙 江戸時代18世紀 東京国立博物館 070825平常陳列
花鳥人物図押絵貼風 伊藤若冲 江戸時代18世紀 プライスコレクション 海外所在日本美術品調査報告4
水墨游 巻子 伊藤若冲 17161800 文化財保護法50年記念事業特
別展覧会没後200年「若冲」図
録
黄蜀葵図掛幅 貫名海屋 17781863 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界7，江戸中期の花鳥Ⅱ，文雅
の花綺想の鳥
草花図掛幅 黒川亀玉（二代） 文化13年（1816） 摘水軒記念文化振興財団 070824千葉市立美術館
















秋草群虫図掛幅 椿椿山 18011854 栃木県立美術館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界8，江戸末期の花鳥，幕末の
百花譜
花鳥図掛幅 椿椿山 江戸時代1854 ニューヨークメトロポ
リタン美術館
海外所在日本美術品調査報告1
百花画巻 田能村直入 明治2年（1869） 東京，山種美術館 「花鳥画資料集成」花鳥画の世
界9，明治大正昭和の花鳥，
伝統と近代装飾
「露」2曲風 伊東深水 昭和6年秋（1931） 東京国立近代美術館 090802平常陳列
黄蜀葵（おうしょっき） 土田麦僊 昭和7年（1932） 足立美術館 足立美術館HP
出所の項目中，6桁の数字と博物館等を記したものは筆者が実見したことを示す。その他はトロロアオイの図を掲載している書
籍，カタログのタイトル等を示す。「花鳥画資料集成」は宮島新一氏の教示による。




































































































＊1ダードハンター DardHunter 18831966 製紙家，
紙史研究家。アメリカ合衆国オハイオ州生。紙史に関する
多数の調査報告を出す。1936年に出した A Paper-
makingPilgrimagetoJapan,KoreaandChinaで和
紙の技術水準を高く評価した。ハンター収集の世界の手
漉き紙資料は，アトランタのロバート C.ウィリアムズ
製紙博物館 TheRobertC.WiliamsPaperMuseum
に収められている。
＊2長塚節『土』（下）長塚節，岩波文庫，1954.8.30，11刷
勘次は又蕎麦を打つたことがあつた。彼は黄蜀葵の
粉を継ぎにして打つた。彼は又おつぎへ注意をして能
くは茹でさせなかつた。手桶の冷たい水で曝した蕎麦
は杉のやうに太いのに，黄蜀葵の特色の硬さと滑ら
かさとで椀から跳り出し相に成るのであつた。黄蜀葵
は能く畑の周囲に作られて短い茎には暑い日に大きな
黄色い花を開く。其の根を乾燥して粉にして入れれば
蕎麦の分量が滅切殖えるといふので，満腹する程度に
於ては只管食料の少量なることのみを望んで居る勘次
は毎年作つて屹度それを用ひつつあつた。
明治45年5月の，夏目漱石の序文がある。明治43年
「東京朝日」に156回連載された。節は茨城県の結城郡
の地方豪族。鬼怒川沿岸の彼の郷土に生きる百姓の生活
を描く。
＊3『和紙文化辞典』久米康生，わがみ堂，1995.10.1
＊4『寺崎日本植物図譜』寺崎留吉図 奥山春季編，平凡社，
1977.5
『寺崎日本植物図譜』第2版 奥山春季編，平凡社，1979
両版ともに渡来に関しては「中国大陸の原産で，慶長
年間に渡来している。」とあるのみで，原産と渡来時期
に関する出典は記述されない。寺崎留吉による初版の発
行時点1938年での周知の知識であったと思われるが，
平凡社版には，新たに解説を依頼した，とあるので，本
稿では1979年時点での記述と見做した。
＊5『花ごよみ花だより』八坂書房編，2003.1.30
トロロアオイは一年草で，日本では平安時代にすでに栽
培されていたといわれている。
＊6『原色牧野植物大図鑑』牧野富太郎，本田正次編，北隆
館，1982.5.20
『原色花卉園芸大事典』塚本洋太郎監修，養賢堂，1984.
12.10
『原色世界植物大図鑑』林弥栄，古里和夫監修，北隆館，
1986.4.21
＊7『季節の花事典』麓次郎，八坂書房，1999.8.25
＊8『植物渡来考』白井光太郎，岡書院，1929.6.15
＊9『北村四郎選集Ⅰ』「落葉」北村四郎，保育社，1982.5.5
＊10『花木園芸』宮沢文吾，養賢堂，1940，復刻版:八坂書
房 1978
＊11「明治前園芸植物渡来年表」磯野直秀，慶応義塾大学日
吉紀要 自然科学No.42（2007）
＊12『園芸植物大事典』3，相賀徹夫編，小学館，1990.4.20
（ますだ かつひこ 歴史文化学科）
（105）
